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生産技術研究所協謹薗の初倉合

　生産技術研究所の使命達成の爲，

廣く學丹の學識綿験者の意見を傾聰

する目的で設けられた協議會の，第

1回會合が年もおしつまつた12月

ユ4口，東京大學で開催された．禺席

協議巨は石川一郎氏（懇濟圃彊蓮合

會々長）夕卜14名，これ・に生研側から

暫長並びに教室主任等が列席した．

まず協議員の互選で曾長に眉川氏を

推して議事を進行，席上討議された

主要亭項は下記の通りである．

　A縛合研究の擾興へ

　生研側から共尚研究班として活動

中の「アルミ＝ウム及びその合金を

一毅に活用する研究班」を纏合硯究

の一例として紹介Lた、

大酋協議員（日立製作所）　組立式住

宅は外國に例がある．スレート替聾

にアルミe／t・屋根板を考えることは一

番見込が多いと思うが，その際アル

ミの純度が問題となるう．

坪井教授　試作中の輕金罵住宅はト

ラック1台で材料が運べるもので設

備を入れて見距と確實に分らぬが，

坪4萬圓くらいになると思う．

　B生産の硯場と研究所との連絡怯
新谷協議員（日本製鋼所）　工揚をよ

く見，よく知つて貰うことを希望す

る，ただしそれは一工場フ）見學に終

るものでなく，鐵鋼業なら鐵鋼業を

観察する意昧の亀のであつて歓し

い．目本産業協議會と蓮絡4上，こ

の変行に努力願いたい．

　C生産技術の方向

井口協議員（静岡大學）最近外國船

建渣の注文が相當入つて來ているが

造船技術と経濟の面から，アルミを

船罐の机嘗の部分に利用することの

開拓を希望する．

湯川協議員（日本製鐵）　鋼を強度の

高い高級鋼材を使うことに研究願い

たい・且つ冶金・建築・造船等の各

角度から攻めていつて貰いたい．

置光脇睡員（口本灘事協會）　鋼を高

性能のものにすることは可．又ガス

タービン用などを高熱に耐え得るも

の考えて欲Lい．

金森数授　鋼に付ては材料的な醗究

は進んでいるが，精錬的の砺究はお

くれているから生研としてはこの方

面に力を注ぎたい．

穐生憾議員（三菱重工業）熔接技術

は材料の貼でおくれている．熔接棒

も熔剤も共によくできない．米國の

進歩はとくに著Lい．しかも生産が

安く良くなつている．熔接問題は第

一に取上げらるべき問題と思う，

　D研究成果の畿表と捜明特許

大醐謹員　 生研受託規手望第9條に

研究獲表の保留期間を2年と定めて

あるも，kの取扱については問題が

あるう．即ち研究が完成した頃は概

ね特許等で利毎が保，ttされるが研究

過衆の猪想は獲裏されないように考

慮されたい．

稻生協躍員　日本學術會議の中の委

員愈では任務獲明Z・取扱に付て研究

中である．特許法では特許椹は焚明

した人に．興えられ，實施堪はそ¢機

關が保有することに規定されている

が任務上獲明した場合には，特許権

を官の機關で承緯して謹明者には別

蓬に補償することにしたいという方

向に進んでいる．また委託研究にお

ける襲1男特許の楊脅でLよ，特許権を

受託者こ，實地権を委託者に與える

ことが安當ではないかと思う．

　Eその他の罧見

井n協議員　生研の陣審に少しプラ

スすればその事業が注戒できると見

られるものは，協議會でそに方法を

考えてやBたい．

石川會長　受託規程を早く取上げて

貰つて受託研究が飢道にのれば問題

はなL・と，Eコ．う，L註：受託基拝呈と獲明

規程は目下手綾中）

石川臼長　協議會は全員応會合のほ

b・　rs關係のグループだけの集りも
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畢らない場合が多い．

當所では各種グ問題に封し，各關係

專門分野a：人建が協力して研究班

（Research　team）を結戌して彊力

に研究を推進している．現在迄に結

成された研究理の主なものには，ア

ルミニウムに闘するもの，電子顯微

鏡に關するもの，精紡機の高能寧化

を目指したもの，製羅副産物．の利用

に關するもの，そσ他があるが，今，

その内でアルミニウムに關する研究

班の内容の一班を御紹介すると一」こ　！b

通りである．

　AURC（Alロminium　UtiliZati－

on　Research　Committee）

　構造物に甥するアルミニウム及び

その合金の活用に關する研究班で．

17名の教授・助教授が協力し，冶金・

物理・化畢的研究及び造般・建築・

橋梁車髄等への活用研究を行う・何

本研究理には分科・班として，

　（1）耐蝕輕合金襲救命艇研究班

　耐触輕合金を使用して離舶の性能

を向上させようとするのが目的で，

その第一着手として8m救命7tを設

計試作する　船舶關係者か主となつ

て推進している．

　（2）輕金鵬住宅研究班

　金厩の生産加工設備を有効に活用

して，量産的に不燃性の組立住宅を

供給する目的で，華礎設計・細部計

丑・構造計”’t・環境計書・材料計萱

等につき．建築及び冶金關係の．研究

員か主動的立揚で進行している．

　嘗研究所には．各專門分野の人濫

がそるつているので，こうした研究

方法を探るのに便宜が多いし，又そ

れが雷所の特長でもある．

　　（篇眞は策1回生研．協謙會）

　　　羊　　　羊　　　★

よい，

潮藤所長　或專門の部會

とか懇琶炎會というような

形でそうした集りをお願

いしたいと思う．

　喪同研究班の紹介

　或特定の研究課題に封

しては多角的且つ総合的

に研究しなければ成果の

　　　　　この意味から
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